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研究成果の概要（和文）： 
  本研究では，社会科教育研究の日米比較を通して，それぞれの学界で確立されてきた研
究方法論を抽出し，再構成することで，国際的な研究交流にたえうる「研究法ハンドブッ
ク」を開発しようとした。米国の研究者を招いたシンポジウムでの討論と聞き取り調査，
ならびに文献調査を踏まえて，効果が期待される以下 3 つの方法論を導出し，論文作成の
手続きを定式化することができた。（1）規範的・原理的な提言，（2）実験的・実践的な開
発，（3）実証的・経験的な研究。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 The purpose of this study is to develop the outline of “Research Handbook” by 
abstracting and reconstructing the cores of US and Japanese research methodologies 
on the Social Studies education, for encouraging the international academic exchange. 
The research design, which our member concluded as effective and potential on the 
basis of findings from the discussions, interview with the invited leading US scholars, 
and the literature review, are as followings, (1) normative-theoretical opinion, (2) 
practical and experimental development, and (3) empirical and positive research.  
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１．研究開始当初の背景 
日本の社会科教育界には，海外の教育思想

の批判的な摂取，そして臨床的な授業研究の
長い蓄積がある。しかしながら，これらの成
果が広く海外の研究者・実践家に認知されて

いるとはいいがたい。なぜなら，国内と国外
では，「研究の手続き」が必ずしも共有され
ていないからである。すなわち，社会科を語
る共通の言語とルールを欠いているからで
ある。 
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これまで研究代表者と分担者らは，海外の
研究者・実践家と，社会科教育の何を，どの
ように論じるべきか，をめぐって意見交換を
してきた。その過程で，①日本の社会科研究
の中心課題とそれの論じられ方をうまく相
手に伝えることができない，あるいは②海外
の研究動向とその意味・価値を内在的に理解
することができない，実にもどかしい状況に
幾度となく直面してきた。これは，我が国の
社会科関係者の間で，社会科学としての教育
学，教育学としての社会科教育学がそなえる
べき普遍的な方法論の構築が遅れているこ
とを意味する。 
海外とくに米国には，社会学や心理学の手

法をとりいれることで，教育課程の受容や学
習者の認知システムを分析する手法が普及
している。いっぽう我が国には，教師や子ど
もの発言に注目しながら，授業の構造や改善
の手立てを総合的に捉えていく手法が確立
している。 

両国の研究者が相手の視点と方法に学び，
なおいっそう効果的な研究方法論を（再）発
見し体系化を試みることは，学術的に意味あ
ることである。また我が国では，教職大学院
の設立以来，教育実践上の課題を主体的に研
究し解決していける教員の養成が期待され
ている。本研究がめざす研究法の定式化は，
実践的研究力の育成という社会的要請にも
応えることができるだろう。 
 
２．研究の目的 

本研究は， 社会科教育にかかわる諸現象
の分析と開発に際して，国際的に共有可能な
「研究法のフレームワーク」を構築すること
を目的としている。日本と米国の研究者が，
それぞれの学界で普及・確立されてきた方法
論をもちより，それらをシンプルに定式化す
る。最終的には，定式化された多様な方法論
の体系化を試み，大学院生が修士論文をまと
めたり，現職教員が実践的研究を行ったりす
るときに随時参照できる「概説書（これを「研
究法ハンドブック」と呼びたい）の刊行をめ
ざす。 

また本研究を通して，社会科教育の「研究
の深化」と「実践の改善」に，方法論の側面
から貢献したい。 
 
３．研究の方法 
上の目的を達成するために，以下の 3段階

の方法を採る。 
① 「日本」の学術論文で定着している「学

術的テーマの研究法」および現場の実践・
研修で採用されている「実践的テーマの研
究法」を，文献調査と聞き取りを通して明
らかにする。 

② 「米国」の学術論文で定着している「学
術的テーマの研究法」および現場の実践・

研修で採用されている「実践的テーマの研
究法」を，大学院の講義や研修活動への参
加を通して明らかにする。 

③ ①と②の内容の成果を持ち寄り，再構成
して，（1）日米の方法論の特質・相違と，
（2）日本の研究者・実践者の研究方法論
上の課題を明らかにする。 

④ ①②③に関して得られた成果を，公開シ
ンポジウムを開催して報告する。また，ウ
ェブでの情報発信にも努める。 

⑤ 一連の成果を，報告書「研究法ハンドブ
ック」にまとめ，出版にこぎつける。 

 
４．研究成果 
 成果は大きく 2点に整理できる。 
 成果の 1つ目は，開催した国際シンポジウ
ムでの議論を通して，日米の研究方法論の特
質と課題を明らかにできたことである。計 7
回にわたるシンポジウムでは，【】に示すテ
ーマに焦点を絞って両国の研究者が意見を
交わした。また招聘した米国の研究者に対し
ては，学問観・研究観に関する聞き取り調査
をおこなった。 
○ 第 1回シンポジウム【研究法の国際比較】 
 2010 年 5月 30 日（日）於：CIC 東京 
 ・日本の社会科授業研究の方法論  

渡部竜也（東京学芸大学） 
 ・日本の社会科評価研究の方法論  

藤本将人（北海道教育大学釧路校） 
 ・米国の社会科教育研究の方法論  

小川正人（インディアナ大学ココモ校） 
○ 第 2回シンポジウム【研究法の成立史】 
 2010 年 10 月 3 日（日）於：CIC 東京 
 ・日本の社会科教育論文の特質と課題－欧

米の研究方法論のパースペクティブを
通して－  
川口広美・後藤賢次郎（広島大学・院） 

 ・日本の社会科教育研究の特質と課題－学
問・政策・現場・メディアの関わりに焦
点をあてて－   
桐谷正信（埼玉大学） 

 ・日本の社会科教育学の特質と課題－学問
の成立過程とその目的・方法に焦点をあ
てて－  
棚橋健治（広島大学） 

○ 第 3回シンポジウム【日米の教師研究】 
 2011 年 8月 28 日（日）  

於：大阪教育大学天王寺キャンパス 
 ・米国の授業研究の視点と方法   

キャロリーン・オマホニー（オークラン
ド大学） 

 ・日本の授業研究の視点と方法   
橋本康弘（福井大学） 

○ 第 4回シンポジウム【日米の子ども研究】 
 2012 年 1月 22 日（日） 於：CIC 大阪 
 ・米国の学習（者）研究の視点と方法  

ブルース・バーンスレッドライト（メリ



 

 

ーランド大学）  
 ・日本の学習（者）研究の視点と方法 

田口紘子（鹿児島大学） 
○ 第 5 回シンポジウム【日米のカリキュラ
ム研究】 

 2012 年 3月 3 日（土）  
於：立命館大学朱雀キャンパス  

 ・米国ナショナル・スタンダード時代の社
会科カリキュラム研究  
スティーブン・ソーントン（サウスフロ
リダ大学） 

 ・日本の社会科学習指導要領下における社
会科カリキュラム研究  
山田秀和（岡山大学） 

○ 特別セミナー【米国の最新事情】 
 2011 年 8月 29 日（月）  

於：広島大学大学院教育学研究科 
 ・米国の進歩主義教育思想と社会科研究  

後藤賢次郎（広島大学・院）  
 ・米国の教育目標・評価論と社会科研究   

石井英真（神戸松蔭女子学院大学） 
 2011 年 8月 30 日（火） 

於：広島大学大学院教育学研究科 
 ・米国のカリキュラム論と教師教育研究 

 渡部竜也（東京学芸大学） 
 ・米国のＰＣＫ論と教師教育研究  

八田幸恵（福井大学） 
○ 第 6回シンポジウム【研究法の将来】 
 2012 年 8月 25（土）於：CIC 東京  
 ＜米国の社会科研究から何を学ぶか－方

法と意義の省察－＞ 
 ・アメリカ在住研究者の社会科研究観  

川口広美，後藤賢次郎（広島大学） 
 ・過去 5回のシンポジウムと『社会科教育

論叢』第 48 集の総括  
渡部竜也（東京学芸大学） 

 ＜日本の社会科研究をどのように推進し
ていくか－方法と成果の提案－＞ 

 ・社会科教育研究における方法論の類型と
革新  
田中伸（大阪大谷大学） 

 ・日本型教科教育学研究の特質を活かし，
課題を補う研究の方法と諸事例  
草原和博（広島大学） 

○ 第 7 回シンポジウム【日米の教員養成研
究と研究者養成】 

 2013 年 1月 26（土）於：CIC 東京 
 ・米国における教師教育と教師教育研究 

シェリー・フィールド（アーカンソー工
科大学） 

 ・日本における教師教育と教師教育研究 
桑原敏典（岡山大学） 

これらのシンポジウムと特別セミナーを
通して，以下の点が明らかとなった。 

第 1に，日本の学会では，規範的で実践的
な性格（「社会科とはどういう教科であるべ
きか，そのために実際どのように教えたらい

いか？」を問う）を帯びた研究が多産されて
きたのに対して，米国の学会では，経験的で
実証的な性格（「教室の子どもや教師には，
どのようなことが起きているか，なぜそうな
っているのか？」を問う）を志向する研究が
大半を占めることである。 
第 2に，その違いの理由として，日本では

現場教師の教育実践の法的・制度的な制約が
大きいために，規範的で実践的な研究（＝自
律的な教科教育の開発・実践）を大学の研究
者が肩代わりにしてきたのに対して，米国で
は法的・制度的な制約が小さいために，現場
の教師自身が規範的で実践的な研究に取り
組んでいること。結果的に米国の大学の研究
者は，教師の判断や子どもの学びの現実を記
述し，説明する経験的で実証的な研究に徹し
ていることがあげられる。 
第 3に，日米の共通点として，社会科とい

う必ずしも特定の学問分野を基盤としない
（存立基盤のはっきりしない）教科を研究対
象としているために，「社会科では，なんの
ために，何をどのように教えるべきか」とい
う問いかけから逃れることができないこと
が挙げられる。研究の場や主体に違いはあれ
ども，教科の本質・目的にかかわる規範的な
実践的な問題意識は議論の原点であり，日米
でも共有されている。 
 
成果の 2つ目は，一連の研究交流と協議を

通じて，日米の社会科教育研究の特性を活か
した「方法論ハンドブック」の章立てを確定
できたことである。 
具体的には，以下の構成を導くことができ

た。本書には，①日米の研究者・実践者が共
有する「規範的・原理的な研究」，②とくに
日本の研究者・実践者が専念し，確立に努め
てきた「開発的・実践的な研究」，③おもに
米国の研究者が洗練させ，構築してきた「経
験的・実証的な研究」，それぞれの方法論を
取り入れる。そして各アプローチの事例，特
質と限界，相互の補完関係を論じつつ，研究
と論文づくりの具体的な手立てを解説する
ことにした。 
なお，本書は，2013 年の秋に，明治図書出

版より刊行される予定である。 
Ⅰ  社会科教育学研究の課題と目的・方法  
1.なぜ論文を書くのか，なぜ研究するのか 
2.よくある論文の「つまづき」「失敗」例 
3.論文の条件－これを満たしていないと，
「教科教育学」論文ではない－ 

4.社会科教育学研究の三類型－方法論の
継承と革新 

Ⅱ 社会科教育学研究の類型と事例解説   
1. 規範的・原理的研究とその新展開 

（1）研究のプロセスと論文の組み立て 
（2） 国内研究誌に学ぶ「意義ある研究」  
（3） 海外研究誌に学ぶ「斬新な研究」 



 

 

2. 開発的・実践的研究とその新展開 
（1）研究のプロセスと論文の組み立て  
（2） 国内研究誌に学ぶ「意義ある研究」 
（3） 海外研究誌に学ぶ「斬新な研究」 
3. 実証的・経験的研究とその新展開 

（1）研究のプロセスと論文の組み立て  
（2） 国内研究誌に学ぶ「意義ある研究」  
（3） 海外研究誌に学ぶ「斬新な研究」  
第Ⅲ部 社会科教育学研究のストラテジー 

1.学術論文の審査はどのように行われて
いるか  

2.学部生が卒論を，院生が修論を作成する
ために 

3.現職教員が学会で発表し，学会誌に投稿
するために  

4.海外の学会で発表するために，学会誌に
投稿するために 
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